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ごみ減量親子モニターを実施しました !

市内の小‐学生とその保護者を対象にtごみと資源に関する講義や工作、また
工場見学を通じてごみの減量やリサイクルについて学んでいただきました |
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I親子モニターにご参加いただいた小学生の皆さんのレポー トを一宮市立
l中央図書館で掲示 します。
1期  間 :11月 15日 (火)～ 20日 (日 )※ 図書館の開館時間に準ずる
l場 所 :一宮市中央図書館 (栄3丁目1香2号 尾張―宮駅前ビル )

1    5階 児童図書エ リア (図書館内専用エレベーター北側 )

l掲示物 :「①ガラスについて」「②紙についてJのレポート (参加者全員分)
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